
３年生に向けた
今後の活動について
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〇３年生での活動で身につけてもらいたい資質・能力

批判的な

思考力

表現力
コミュニ

ケーション
能力

・国際的
・双方向

・科学英語
・分かりやすく

・質疑応答
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● 英語によるポスター発表（質疑応答も英語で）

● 英語による論文執筆

● 指導者数 １５名以上 （大学の先生を含む）

〇 身につけてもらいたい資質・能力を育成するために・・・

● 指導回数 ４回
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〇 留学生の指導回数４回の内訳・・・

● 発表会前：２回（２時間×２日）

５月下旬（留学生による指導）

６月中旬（留学生によるリハーサル指導）

● 発表時：１回

● 事後指導：１回
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① 自分たちで 論文を英訳

③ 留学生とディスカッション

② ポスター作成・英訳
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〇なぜ科学論文を英語にするのか？

•世界の科学者と情報を共有するため

•研究成果を広く発信するため

•科学英語はシンプルで論理的

① 自分たちで 論文を英訳
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科学英語の基本ルール
✅ 簡潔で明確な表現

✅ 主語 + 動詞 のシンプルな構造

✅ 受動態がよく使われる

（例：「実験が行われた」

→ "The experiment was conducted.") 

✅ 専門用語は統一された英語表現を使用
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〇 受動態を使う場面

✅ 誰が行ったかよりも、何が行われたかを強調する場合

✅ 一般的な手順や実験の説明

例:
•能動態: We conducted the experiment using three samples.

•受動態: The experiment was conducted using three samples.
（"We" を省略し、実験そのものを強調）
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日本語 英語

～を示す indicate / demonstrate

～を測定する measure

～の影響を調べる investigate the effect of ~

～の結果 the results of ~

～と比較して compared with ~

～が明らかになった It was revealed that ~

〇よく使われる表現と例文

9



③ 留学生とディスカッション
自分たちで英訳した論文・ポスターを使っ
て，留学生とディスカッション。
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③ 留学生とディスカッション
● 発表会前：２回（２時間×２日）

５月下旬（留学生による指導）

６月中旬（留学生によるリハーサル指導）

● 発表時：１回

● 事後指導：１回
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③ 留学生とのディスカッションで深い議論したり、
指摘をもらうためには・・・

● 発表会前：２回（２時間×２日）

５月下旬（留学生による指導）
論文とポスターを自分らで作成しておく必要が
ある！！

スケジュール的に４月の始業式時において・・・
☝作成している論文を英語にしておくことが重要
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３月１２日（水）本日中に・・・
☝論文を英訳する担当割をすること！！

A

B

C

D
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第１回授業予定日４月１１日（金）までに担当の箇
所の英訳を完成させておくこと！

Let’s translate it into English
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